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はじめに 

 

 2019年に全国で発生した食中毒事例のうちノロウイルス

（NoV）が原因とされたものは，212事例，患者数6,889人で

あり，2018年と比較して事例数，患者数ともに減少した1)．

しかし，依然として食中毒全体の患者数の約半数を占めて

おり，食中毒の主要な病原体となっている．埼玉県におい

ても NoVを原因とした多くの食中毒事例が発生している．

今回，2019年度の当所における食中毒関連検査のウイルス

検出状況及びノロウイルスの遺伝子解析結果について報告

する． 

 

対象および方法 

 

 2019年4月から2020年3月の間に食中毒疑いとして搬入

された77事例，372の糞便検体を対象とした．病原ウイルス

が確定しており，検査対象ウイルスを指定した検査依頼が

あった場合はそのウイルスの検査を，病原ウイルスが未確

定の場合は，NoV遺伝子群I（NoVGI）及び遺伝子群II（NoVGII）

について検査を実施した．また一部の検体は，保健所の依

頼に基づきサポウイルス（SaV），ロタウイルスA群（RotaA），

ロタウイルスC群（RotaC）及びアストロウイルス（AstV）

についても検査を実施した． 

 検査にはリアルタイムPCR法を用いた遺伝子検出を行っ

た2,3,4)．また，NoVが検出された事例については従業員及び

患者1～2検体について，RdRp領域及び VP1の N/S領域の塩

基配列をダイレクトシークエンス法にて決定し，RdRp領域

及びN/S領域についてMEGA7を用いて系統樹解析を行った．

また，得られた配列はNorovirus Genotyping Tool（http:// 

www.rivm.nl/mpf/typingtool/norovirus/）を使用し型別

を行った．型別表記はProposal for a unified norovirus 

nomenclature and genotyping5)の推奨表記法に準じ，遺伝

子群.RdRp遺伝子型（P）-遺伝子群.VP1遺伝子型（G+数字. 

P+数字-G+数字.数字）のように記載した． 

 

結果及び考察 

 

1 遺伝子検出結果 

 2019年度の食中毒関連検査状況を表1に示した．NoVGIと

NoVGIIの両方が検出された検体はそれぞれに集計した． 

 県内発生事例は2018年度と比べ減少し6），27事例215検体

の検査を実施した．内訳は患者127検体，調理従事者88検体

であった．県外発生の関連調査事例（以下，関連調査事例

という）は50事例157検体の検査を実施した． 

埼玉県における食中毒関連検査のウイルス検出状況（2019 年度） 

 

青沼えり 篠原美千代 鈴木典子 江原勇登 小川泰卓 

大﨑哲 宮下広大 内田和江 福島浩一 

 

Report on Detection of Virus from Food Poisoning in Saitama（April 2019-March 2020） 

 

Eri Aonuma，Michiyo Shinohara，Noriko Suzuki，Hayato Ehara，Yasutaka Ogawa， 

Satoshi Daisaki，Kodai Miyashita，Kazue Uchida，Hirokazu Fukushima 

 

GI GII その他 GI GII その他 GI GII その他

2019年4月 8 3 18 5 (3) 13 4 4(RotaA)

5月 10 4 (1) 8 1 14 6 (3) 21 6

6月 6 4 (1) 14 5 9 2 (1) 2 1

7月 6 3 25 16 3 5

8月 7 2 4 5 34

9月 4 4 (1) 6 1

10月 3 2 6 2 1 5

11月 5 5 (1) 5 1

12月 9 4 (2) 31† 23 22 5 5 (4) 10 3** 5**

2020年1月 5 5 (3) 24 5 16

2月 8 1 6 7 7 (6) 11†† 1** 9**

3月 6 4 (2) 15 7 18 2 2 (2) 21 18

計 77 27 (6) 127 0 36 0 88 0 7 0 50 (24) 157 10 60 4

GI NoV GI GII NoV GII RotaA ロタウイルスA群
* （）内陽性事例数再掲 ** GI,GIIの両方が検出された検体はそれぞれに集計した．
† 非発症者2件を含む †† 非発症者1件を含む

表１　食中毒関連検査状況

関連調査事例

患者
検体数

検出ウイルス
事例数* 事例数*

年月
事例数
(合計）

県内事例

患者
検体数

検出ウイルス 従事者
検体数

検出ウイルス
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 NoVは県内発生事例では5月及び6月に各1事例，12月及び

3月に各2事例から検出された．全て NoVGII であった．一

方，関連調査事例では11月～3月の6事例から NoVGI が検出

され，4月～6月，9月及び12月～3月の17事例からNoVGIIが

検出された．また，12月～2月には NoVGI及び NoVGIIの両

方が検出された事例が3事例あった．12月及び2月の2事例か

らは同一の検体からNoVGI，NoVGII 両方が検出されたもの

があった． 

 NoV以外のウイルスは，4月の関連調査事例1事例7検体に

ついて SaV，AstV 及び RotaA の検査を実施し，4検体から

RotaA が検出された．また，12月の県内発生事例1事例5検

体について SaV，AstV，RotaA及び RotaCの検査を実施し，

全て不検出だった． 

 

2 NoV遺伝子型別と系統樹解析 

 県内発生事例6事例18検体，関連調査事例23事例34検体の

遺伝子型別ができた．県内発生事例の6事例18検体は全て

NoVGIIであり，関連調査事例の内訳はNoVGIが5事例9検体，

NoVGIIが20事例26検体であった．検出された遺伝子型を表

2に示した．NoVGIは4種類，NoVGIIは5種類の RdRp領域及

び N/S領域の型の組み合わせが検出された． 

 なお，Chhabra らにより NoV の遺伝子型が新たに細分化

され7)，2019年9月から Norovirus Genotyping Toolが更新

されているため，昨年度以前の報告とは表記が異なる遺伝

子型がある． 

 2019年度は2018年度に検出数の多かった GII.P16-GII.2

が最も多く，29事例中11事例から検出された．次いで

GII.P31-GII.4が，29事例中7事例から検出された．2017年

12月に新たに報告された組み換えウイルス GII.P12-GII.4 

Sydney_2012は8)，2019年度も埼玉県では確認されなかった． 

 生カキの喫食が確認された事例は4事例あり，2事例から

GI.P2-GI.2が検出された．1事例から NoVGIと NoVGIIが検

出されたが，NoVGI は遺伝子型別ができなかった．NoVGII

の遺伝子型はGII.P16-GII.2であった．残りの1事例からは

NoVは検出されなかった． 

 

 NoVGIの RdRp領域の系統樹を図1aに示した．GI.P2は11

月，12月に1事例ずつ合計2事例から検出され，それぞれの

塩基配列は類似していた．この他，2018年度には検出され

なかった GI.P1と GI.P7が1事例ずつから検出された．2019

年度検出の GI.P1は2016年度に検出されたもの9)と，GI.P7

は2017年度に検出されたもの10)と塩基配列が類似していた． 

 NoVGI の N/S 領域の系統樹を図1b に示した．GI.2の2事

例の塩基配列は一致した．2019年度検出の GI.1及び GI.7

は RdRp 領域と同様に，GI.1は2016年度に検出されたもの

と，GI.7は2017年度に検出されたものと塩基配列が類似し

ていた． 

 NoVGIIの RdRp領域の系統樹を図2aに示した．2019年度

に検出された主要なRdRp遺伝子型は GII.P16で，2018年度

に検出された株と塩基配列は類似していた．GII.P16の VP1

遺伝子型は多くは GII.2であったが，1株は VP1遺伝子型

GII.4であった（図2a 20-6 P16-4 20.2）．この組み合わせ

は 2016 年に 大阪 市 から報告 された GII.P16-GII.4 

Sydney2012変異株11)と同じ遺伝子型であり，2019年度に感

染症発生動向調査で感染性胃腸炎として搬入された便検体

からも1件検出された．GII.P16は VP1遺伝子型が GII.2で

あるものと GII.4であるもので異なるクラスターを形成し

た．また，2016年度に検出された GII.P16-GII.13の組み合

わせを持つ株（図2a ◇17-9 P16-13 17.3）は，VP1遺伝子

型が GII.2であるものと GII.4であるもので構成されたク

ラスターとは系統樹上異なる場所に位置した． 

 NoVGII の N/S 領域の系統樹を図2b に示した．2019年度

に検出された主要な VP1遺伝子型は GII.2及び GII.4で，

2017年度から同様の傾向が続いている．GII.2の塩基配列

は，2018年度に検出された株と類似していた．一方，GII.4

は RdRp遺伝子型が GII.P16と GII.P31のもので異なるクラ

スターを形成した．GII.4の中で1株 RdRp 領域の解析がで

きなかったもの（図2b 20-1 GII.4 20.1）があるが，N/S領

域が系統樹上RdRp遺伝子GII.P31のクラスターに含まれる

ことから，この株のRdRp遺伝子型は GII.P31である可能性

が考えられた． 

 

結語 

 

 2019年度に検出された主な NoV の遺伝子型は2018年度6）

と同様であった．系統樹解析の結果においても2018年度と

2019年度に検出された株の塩基配列は類似していた．この

ことから，埼玉県では2018年度から2019年度にかけては同

様の傾向で NoVの食中毒が発生していたことが示唆された． 

 2019年12月に中国で発見された新型コロナウイルスの流

行拡大の影響により，持ち帰り（テイクアウト）や宅配（出

前）の需要が増え，食中毒のリスクが高まるとして厚生労

働省は注意喚起の通知を発出した12)．また，新しい生活様

式13)が提唱され，平時から手洗いの励行や人との身体的距

離の確保等の感染拡大防止のための生活を徹底することが

呼びかけられている．こうした食に関する環境の変化や，

国民の感染症対策への意識の向上により，食中毒の流行状

況も変化する可能性がある．今後も引き続き，原因特定の

ために速やかな解析を行い，市中流行株の動向を把握する

必要がある． 

NoV GI
検出

事例数
NoV GII

検出
事例数

GI.P2-GI.2 2 GII.P16-GII.2 11
GI.P1-GI.1 1 GII.P31-GII.4 7
GI.P3-GI.3 1 GII.P17-GII.17 4
GI.P7-GI.7 1 GII.P12-GII.3 2

GII.P16-GII.4 1
(GII.4) 1

表２　検出NoV遺伝子型

[遺伝子群. RdRp遺伝子型-遺伝子群. VP1遺伝子型]
（）内は、VP1領域のみ遺伝子型別ができた株
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図 1 NoV GI 系統樹（NJ 法） 

a RdRp 領域（760 塩基），b N/S 領域（298 塩基） 

当所で 2019 年度に解析した検体は太字とし，検体名は 事件番号 RdRp 型（P+番号）-VP1 型 発生年．月となっている． 

参照株の名称は 遺伝子型 | アクセション番号となっている． 

◇ 2016 年度検出株   □ 2017 年度検出株 

 

a b 
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図 2 NoV GII 系統樹（NJ 法） 

a RdRp 領域（265 塩基），b N/S 領域（281 塩基） 

当所で 2019 年度に解析した検体は太字とし，検体名は 事件番号 RdRp 型（P+番号）-VP1 型 発生年．月となっている． 

参照株の名称は 遺伝子型 | アクセション番号となっている． 

◇ 2016 年度検出株   ○ 2018 年度検出株  △ 2019 年度発生動向調査検出株 

★ GII.P16-GII.4 Sydney2012 変異株（2016 年大阪市報告）LC153122 

 

b a 
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